
 

平成２５年度 第１回安曇野市スポーツ推進審議会 会議概要 

１ 審議会名 スポーツ推進審議会   

２ 日  時 平成２５年１０月３１日（木） 午後７時から午後８時４０分まで  

３ 会  場 堀金総合支所 別館     

４ 出席者  下里会長・丸山委員・古澤委員・宮澤委員・加々美委員・中田委員・降幡委員   

       臼井委員・宮島委員                  

５ 市側出席者  丸山教育長・北條教育次長・赤羽課長・竹田課長補佐・細川副主幹   

         土屋主査・二村主事・赤津主事・平瀬主事   

６ 公開・非公開の別  公開       

７ 傍聴人  ０人    記者  ０人  

８ 会議概要作成年月日     平成２５年１１月１日  

協  議  事  項  等 

１ 会議の概要 

（１） 開 会   （事務局） 

  （２） あいさつ  （会長・教育長） 

（３） 協議事項  （会長） 

  ① 競技会及び発表会出場者補助金制度について           

  ② スポーツ施設整備計画及びスポーツ振興計画の進捗状況について  

（４） 閉 会   （会長） 

   

２ 審議の概要 

（１）競技会及び発表会出場者補助金制度について（事務局より説明） 

  （事務局） 補助金制度における課題について、次の点の見直しを行ないたい。 

・「補助金」の名称を「激励金」に変更する。 

・対象を全国以上の大会に出場する場合とする。 

・市内在住の人が市外の団体に所属し、個人出場する場合にも交付する。 

・個人、団体に限らず、大会要項に定められた登録者を対象とする。 

・過去の実績からシード権を得て出場する場合も対象とする。 

・団体の人数は4人以上の場合とする。 

  （委員）  次の点について回答をお願いしたい。 

1. 公的機関とは何か。高体連、高野連は該当するのか 

2. 4人以上を団体とするとのことだが、シングル2組とダブルス1組のチームのよ

うなケースはどうなるのか。 

3. 社会スポーツ団体や芸術文化団体は具体的に何を指すのか。 

4. 交付申請の関係書類とはなにか、具体的に。 

  （事務局） 1～3については今後確認していく。4については大会要綱や申込書、出場者名簿や

出場の経緯がわかるもの等を考えている。 

  （委員）  また、身障者スポーツについても全てカバーできているのか確認してほしい。介

助者の扱い等も。 

  （事務局） 要綱等に指定があれば対象になると考えるが、今後確認する。 

（事務局） 今回頂いた意見について、対象漏れとなることの無いようにする。要綱上の表記

はこのままとさせて頂きたいが、内規でしっかり対応する。 

（２）スポーツ施設整備計画及びスポーツ振興計画の進捗状況について（事務局より説明） 

（委員）  体育施設条例内の各施設の利用時間について合っていない所があるがいいのか。 

（事務局） 基本的には条例に則って運用していかなければならないが、利用時間や休館日等

も含め、今後意見を聞いていきたい。 

 

 

 

 （２） 平成２３年度事業報告及び平成２４年度事業計画について（事務局より説明） 

 （竹田補佐）スポーツ振興計画の経緯について若干お話したい。（説明） 
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（委員）  一般の利用者としては20時くらいでないと集まれない。2時間は確保してもらい

たい。 

（事務局） 今回は現状や課題を概要として示させて頂いた。次回以降、特に平成26年度は審

議会の開催数を多くさせて頂きたいと思う。今お話しのあった利用時間一つとっ

ても各地域の利用者の希望等があり統一できていないが、予約システム等も含め

てゆくゆくは統一していかなければと考えている。 

（委員）  スポーツ振興計画の進捗状況については、計画のどの項目が何に対応しているの

か明示し、その評価もほしい。また南部多目的運動広場についても以前に少し話

は聞いたがここまで具体的なものは初めて提示された。もっと早くから説明が欲

しかった。 

（事務局） 南部多目的運動広場については、梓橋のグラウンドが流されてしまったため計画

したという経緯がある。形は確かにあまり良くないが、リトルリーグの練習場が

無くて困っているという請願、陳情が出され、グラウンドが2面取れるようにし

て作ってほしいということだった。 

（委員）  芝か砂、どっちのグラウンドになるのか？ 

（事務局） 砂のグラウンドになる。今回のグラウンドについては広すぎるため天然芝は無理

だった。 

（委員）  現在の状況を鑑みると人工芝の方が良かったのではないかと思う。 

（委員）  野球もサッカーもできる広さがあるとのことだが、砂だと冬季は凍結して使用不

能になってしまうことが多い。その点、人工芝なら使用不能になることが少ない

ので人口芝にしてほしかった。 

（事務局） 皆様の意見はしっかり受け止める。今までは既存施設の改修等で精いっぱいだっ

た。芝についても理事者と予算的な話をする中で土となった。今後はもう少し夢

のある話をしていきたい。市長公約でも公式競技施設の構想がある。H26年度以

降は指摘頂いた点について、今年度以上に協議していきたい。 

（委員）  これからも色々な立場の人達から意見を聞き、考慮に入れてほしい。また、冬季

も使用可能な施設ということを考えてやってほしい。 

（会長）  今安曇野市には野球場も陸上競技場も無いが、いずれは作らなければならないと

思う。ただ土地が無いというのもわかるが、個人的には押野山を開発しスポーツ

公園としてはどうかと思っている。 

（事務局） 合併直後の頃に構想の話は出た。しかし当時は非常に大規模な話であったため、

合併直後ということもあり実現に向けては進まなかった。将来的には候補地にな

ると思うが、いずれにしても場所や予算の制約もあるが、夢のある話をしていき

たい。 

（会長）  (南部多目的運動広場について)アーチェリー場があるが、地域の反対はなかった

か。 

（事務局） 熊倉区の皆様には、安全対策をしっかりするということで理解を頂いている。現

在はそのための補正予算を12月議会で提案し、認めて貰えるよう進めている。 

（委員）  これまでの会議で意見が出たことは分かるが、決定となった意見についてしか情

報が入ってこない。経過等も伝えてほしい。 

（委員）  施設を作る際には行政のみで行うのではなく、地域のボランティア等も募って一

緒になり、予算を決める所から進めた方が良いと思う。 

（委員）  施設を作る時に利用者の声をどのくらい聞いているのか。 

（事務局） 十分ではないかもしれないが、関係者から話を聞き、ここまでこぎつけた。 
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（委員）  【体育施設の予約について】中信規模、県規模の大会を無条件で受け入れるので

はなく、どのような経緯で安曇野市が会場となっているのか、その経緯は把握し

ておいてほしい。またスポーツ少年団のある団体が、スポーツ少年団の窓口を通

さずに体育施設の予約をする場合でも、スポーツ少年団の構成メンバーと同じだ

った場合優先的に予約を通してしまっている(～の練習の名目で)。 

（事務局） 本来の優先順位が守られずに予約されているということであれば適正運用に努め

る。 

（会長）  これから穂高公民館及び体育館の改修が始まるが、利用者は近隣の学校施設を利

用することになると思うが、円滑な運用をお願いしたい。 

（事務局） すべての学校施設において、学校が使用しない時は体育館に限り開放している。 

（会長）  よろしいでしょうか。よろしければ「その他」について何かございますか。 

それではご審議ご提案をありがとうございました。以上をもちまして閉会といた

します。 

 


